
雨
模
様
の
な
か
三
河
豊
田
駅
前
の

宣
伝
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
（
左
上

写
真
）
。
全
労
連
の
調
査
に
よ
る
と
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
単
独
で
26
兆
円
を

超
え
る
内
部
留
保
を
持
っ
て
い
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
か
ら

８
兆
円
あ
ま
り
の
増
加
で
、
１
．
５

倍
も
増
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
業
員
一
人
当
た
り
の
内
部
留
保
と

し
て
は
お
よ
そ
３
億
７
千
万
円
と
な

り
、
同
じ
期
間
で
１
億
２
千
万
円
の

増
加
で
す
。
対
し
て
、
従
業
員
一
人

当
た
り
の
人
件
費
は
２
０
２
１
年
の

８
５
８
万
円
か
ら
２
０
２
５
年
は
９

８
２
万
円
と
１
２
４
万
円
、
倍
率
に

し
て
１
．
１
４
倍
の
増
加
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
。

内
部
留
保
の
大
幅
な
伸
び
に
対
し

て
人
件
費
の
伸
び
が
少
な
い
。
従
業

員
数
が
２
０
２
１
年
の
７
万
千
人
に

比
べ
て
２
０
２
５
年
は
７
万
千
５
百

人
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
は
あ
る
の
で
、

人
件
費
総
額
を
抑
制
し
て
内
部
留
保

を
伸
ば
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
（
学
習
の
友
社

２
０

２
６
年
国
民
春
闘
白
書
よ
り
）

。

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
巨
額
の

内
部
留
保
を
社
会
に
還
元
す
れ
ば
、

私
た
ち
は
労
働
時
間
を
短
く
し
て
、

健
康
的
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
よ
り
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
変

え
て
い
く
責
任
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
に

は
あ
り
ま
す
。

大
企
業
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
責

任
を
駅
前
で
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宣
伝
行
動
は
、

久
屋
大
通
り
公
園
光
の
広

場
の
集
会
へ
と
続
き
ま
し

た
。
リ
レ
ー
・
ト
ー
ク
で

問
題
提
起
と
コ
ー
ル
、
そ

の
後
デ
モ
行
進
へ
と
進
み

ま
し
た
。
大
幅
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
た
め
に
備
え
を

万
全
に
し
て
春
闘
に
臨
み

ま
し
ょ
う
。

（
記

地
本
書
記
長
）

今
年
の
ト
ヨ
タ
総
行
動
の
早
朝
宣

伝
は
刈
谷
駅
と
三
河
豊
田
駅
で
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
35
人
で
２
千
枚
超
の

ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。

雨
も
上
が
っ
た
11
時
、
名
古
屋
市

中
区
の
久
屋
大
通
公
園
・
光
の
広
場

で
の
「
２
０
２
６
国
民
春
闘
勝
利
決

起
集
会
」
は
３
０
０
人
超
が
参
加
。

愛
労
連
の
西
尾
議
長
、
全
労
連
の
秋

山
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
15
人

（
単
産
・
青
年
協
・
名
古
屋
市
職
労
・

農
民
連
・
東
京
公
害
患
者
の
会
、
静

岡
県
評
・
女
性
協
・
パ
臨
連
非
正
規

公
務
員
Ｐ
Ｊ
、
検
数
労
連
の
中
央
）

に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
、
デ
モ
行
進
に
移
り
ま

し
た
。
（
愛
労
連
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
抜
粋
）
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■

今
後
の
予
定

■

３
月
５
日（
木
）回
答
促
進
要
請
行
動

３
月
７
日（
土
）「
三
菱
・
防
衛
省
は
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
を
作
る
な
」
小
牧
集
会

３
月
８
日（
日
）原
発
ゼ
ロ
名
古
屋
ア
ク
シ
ョ

ン
（
矢
場
公
園
）

３
月
11
日（
水
）だ
ま
っ
ち
ゃ
お
れ
ん
訴

訟
３
・
11
集
会
＆
デ
モ
（
光
の
広
場
）

４
月
３
日（
金
）執
行
委
員
会
⑥

４
月
25
日（
土
）あ
つ
た
支
部
第
15
回
定

期
大
会

編
集
後
記

予
想
以
上
の
政
府
与
党
の
躍
進
。
衆
議

委
員
の
３
分
の
２
を
超
す
議
席
確
保
で
、

今
秋
に
は
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
成
立
を

目
論
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
物
騒
な
世

の
中
に
な
り
そ
う
で
す
（
Ｕ
）

労働者と下請けに利益を回せ！
第47回トヨタ総行動

２０２６年２月１１日

２６春闘の本格的突入を前に、愛知地本は２月１６日に

第１回評議委員会を開催しました。当日の参加は委任を

含め11支部でした。

大会以降の活動報告、秋季年末闘争の報告、中間財政報

告を行い、臨時大会については本委員会で開催しないこ

とを決議しました。

委員長から、今春闘は全国一般中央本部及び愛労連の春

闘方針を基に愛知地本も闘うこと。具体的には集中回答

指定日を３月１１日とし、３月１２日を統一行動日とし

て位置付け、愛知地本は３月５日に回答促進の要請行動

を愛労連の協力も得ながら取り組む予定であると提案し

ました。

その後、各支部からの現状報告をして、委員会は閉会し

ました。

（記 執行部）


